
Q
元
釡
石
市
民
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
は
と
て
も
頼
も

し
い
の
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
（
が
開
催
さ
れ
た
場
合
）
の

後
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
維
持
管
理
が
心
配

で
す
。
費
用
は
だ
れ
が
負
担
す
る
の
で

す
か
？

（
市
外
・
男
性
）

A
費
用
負
担
軽
減
へ
最
大
限
努
力

が
必
要
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
と
地
域
の
活
性
化
と
共
に
、

開
催
後
の
施
設
の
有
効
活
用
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
、
想
定

施
設
規
模
か
ら
維
持
管
理
費
を
年
間

３
、５
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す

が
、
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
管

理
費
削
減
が
可
能
な
施
設
の
あ
り
方

橋野鉄鉱山インフォメーションセンターのご案内

世界遺産登録に向けて❼

災害用伝言サービスについて（その２）

防災行政無線の放送内容を無料で確認できます。
ぜひご利用ください。（☎0800－800－3199）

　前号の「災害用伝言ダイヤル（171）」に続き、携帯電話
やPHSを通じ安否を確認できる「災害用伝言板」のサー
ビスを紹介します。
　災害用伝言板とは、震度6弱以上の地震など大規模災害
が発生した場合、お手持ちの携帯電話やPHSのインター
ネット接続機能を利用して安否情報を文字や音声で登
録・確認できるサービスです。
■災害用伝言板の利用料・パケット通信料は無料
■各携帯電話会社間で災害用伝言板を利用できます。（た
だし、他社の伝言板のアクセスにはパケット通信料が必
要です。）
　また、NTTドコモ、KDDI（au）、ソフトバンクモバイ
ルの各社では、スマートフォン向けに、ダウンロードして
利用できる専用のアプリケーションを提供しています。   
　これらのサービスの詳しい内容や機能、操作方法など
は、お手持ちの携帯電話・PHS各社のホームページ（下
記アドレス）で確認してください。
●NTTドコモ　http://www.nttdocomo.co.jp/info/disaster/
●KDDI（au）　http://www.au.kddi.com/notice/dengon/
●ソフトバンクモバイル
　http://mb.softbank.jp/mb/information/dengon/index.html
●ワイモバイル
　http://www.ymobile.jp/dengon/

身近な防災豆知識 ⑦

【問い合わせ】
市世界遺産登録推進室（内線105）

　昨年11月、青ノ木グリーンパーク内に、
橋野鉄鉱山インフォメーションセンターが
オープンしました。
　同センターでは、平成27年度の世界遺産
登録を目指す「明治日本の産業革命遺産 九
州・山口と関連地域」と 橋野鉄鉱山（橋野
高炉跡及び関連遺跡）の概要を解説パネル
や映像でご覧いただけるほか、トイレや休
憩スペースを備えています。
　橋野高炉跡を訪れる際は、ぜひ橋野鉄鉱
山インフォメーションセンターにお立ち寄
りください。

橋野高炉跡

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
投
書
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
市
政
に
対
す

る
質
問
・
意
見
な
ど
の
う
ち
、
記
名
入
り
で

寄
せ
ら
れ
、
市
が
回
答
し
た
も
の
の
中
か

ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
、
関
係
課
で

内
容
を
検
討
し
施
策
の
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
回
答
が
必
要
な
も
の
は
、
お
お
む
ね

2
週
間
以
内
に
回
答
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
匿
名
の
場
合
は
、
直
接
回
答
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
参
考
意
見
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
収
集
し
た
個

人
情
報
は
、
当
該
事
務
以
外
の
目
的
に
は

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◇所 在 地 釡石市橋野町第２地割６番地
◇構　　造 木造平屋建て

（延床面積：225.24㎡）
◇開 館 日 ４月１日から12月８日まで

（冬期間休館）
◇開館時間 ９時30分～16時30分
◇入 場 料 無料

や
費
用
対
効
果
を
分
析
し
、
三
陸
の

住
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
施
設
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

広
・
報
・

談
・
話
・
室

「東日本大震災　震災の記憶」

震災を語り継ぐ

❼

畠山一信さん
（大石町内会会長）

Q
近
い
う
ち
に
釡
石
に
U
タ
ー
ン
し

て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
か
分
か
ら

ず
、
帰
っ
て
も
家
が
あ
り
ま
せ
ん
。
釡

石
に
借
り
ら
れ
る
住
居
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。
関
係
す
る
資
料
が
あ
れ
ば
送
っ

て
も
ら
え
ま
す
か
？

（
市
外
・
男
性
）

A
直
近
の
求
人
情
報
（
釡
石
・
大

槌
地
域
）、
釡
石
市
U
・
I
タ
ー

ン
登
録
制
度
案
内
チ
ラ
シ
お
よ
び
希
望

登
録
票
、
雇
用
促
進
住
宅
活
用
制
度
チ

ラ
シ
、
市
内
不
動
産
会
社
一
覧
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
ご
覧
願
い
ま
す
。
当
市

で
は
現
在
、
建
設
業
、
水
産
加
工
業
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
中
心
に
幅
広

い
職
種
で
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
市
は
労
働
力
の
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
Ｕ
タ
ー
ン

に
つ
い
て
前
向
き
に
ご
検
討
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
商
工
労
政
課
）

Q
70
代
で
市
内
賃
貸
住
宅
に
一
人
暮

ら
し
で
す
。
最
近
健
康
に
不
安
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
仮
に
脳
障
害
で

意
識
不
明
と
な
れ
ば
救
急
車
を
依
頼
で

き
ま
せ
ん
。
民
間
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
会

社
が
運
営
し
て
い
る「
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
」
な
ど
に
類
似
し
た
制
度
が

市
に
あ
り
ま
す
か
？

（
市
内
・
男
性
）

A
持
病
を
抱
え
て
い
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業
」

が
あ
り
ま
す
。
緊
急
時
に
は
委
託
先
の

受
信
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
必
要
に

応
じ
、
協
力
者
の
訪
問
依
頼
や
消
防
署

に
出
動
要
請
を
し
ま
す
。
ま
た
、
月
１

回
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者
に
様
子
伺
い

の
連
絡
を
し
ま
す
。
月
額
利
用
料
は
利

用
者
の
所
得
税
課
税
状
況
に
よ
り
、
無

料
か
ら
３
、
７
８
０
円
の
範
囲
で
、
ご

利
用
の
際
は
申
請
が
必
要
で
す
。

（
高
齢
介
護
福
祉
課
）

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
、
ま
た

夢
の
よ
う
な
現
実
、
簡
単
に
受
け
止

め
ら
れ
な
い
状
況
―
。
と
は
い
え
何

か
し
ら
形
が
あ
る
も
の
で
残
さ
な
い

と
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
記
憶
は
薄

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

写
真
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
文
章
で
残
せ
た
ら
…
。

　

た
ま
た
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
地
域
の
方（
上
野

先
生
）と
こ
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で「
東
日
本
大
震

災　

震
災
の
記
憶
」は
作
ら
れ
た
。

　

実
は
、
私
は
両
親
か
ら
、
昭
和
８

年
の
津
波
や
明
治
の
津
波
の
話
は
い

ろ
い
ろ
聞
い
て
い
た
。

　

母
は
大
正
８
年
生
ま
れ
だ
っ
た
の

で
、
昭
和
８
年
の
津
波
の
と
き
は
、

小
白
浜
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
通
っ

て
い
た
。
当
時
の
状
況
と
し
て
母
か

ら
は
、「
前
の
日
に
い
つ
も
の
と
お

り
『
さ
よ
う
な
ら
』
と
友
達
と
別

れ
、
翌
日
３
月
３
日
の
津
波
で
何
人

か
の
友
達
が
亡
く
な
っ
た
。
津
波
の

あ
と
家
が
流
れ
て
い
く
の
を
見
た
」

「
津
波
が
く
る
前
に
、
２
日
、
３
日

と
余
震
が
あ
っ
た
。
今
回
の
よ
う
な

急
激
に
く
る
地
震
で
は
な
く
、
ゆ
っ

た
り
ゆ
っ
た
り
揺
れ
が
続
い
た
」
と

い
っ
た
話
を
聞
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
釡
石
湾
で
係
留
さ
れ
て

い
た
船
に
い
た
父
は
、「
潮
が
ひ
い

て
船
が
横
に
倒
れ
た
の
を
見
て
逃
げ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
あ
の
と
き
の
地
震
の
大

き
さ
に
は
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と

直
感
し
た
。

　

こ
こ
大
石
で
は
、
犠
牲
者
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
が
、
傾
斜
地
と
い
う
大
石
の

自
然
条
件
と
、
海
の
状
況
を
「
見

る
」
こ
と
が
で
き
た
「
昼
間
の
津

波
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
幸
い
し

た
と
思
う
。
平
坦
な
土
地
な
ら
、
す

ぐ
そ
こ
に
波
が
来
る
ま
で
見
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ま
た
波
は
ど
こ
ま
で
も

追
い
か
け
て
く
る
が
、
大
石
は
波
の

状
態
も
わ
か
り
、
斜
面
の
ど
こ
へ
で

も
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
き
い
地
震
に
、
大
き
な
津
波

―
。
と
に
か
く
「
逃
げ
る
」、「
逃
げ

る
と
い
う
こ
と
が
一
番
」
と
い
う
こ

と
を
今
後
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

市
政
Ｑ
＆
Ａ

声

み
ん
な
の

1026.9.17広報かまいし11 26.9.17 広報かまいし


